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一 結 び に か え て 一
1. は し が き
原 征 明
私は先の別摘で, い わ ゆ る ,プ ァイキング(Vik ings )  の活動について少し
く考察をし, 凶暴 ・ 残唐きわまりなき海賊的略奪者に他ならなかったとす
る そ の 伝 統 的 な イ メ ー ジに若干の修正を加え, 且つまた西欧の初期中世社
会経済史に関わりがあると思われるいく っかの事例についても指摘を試み
ておいた ( l1o
と こ ろ で ,  8世紀後半ない し 9 t.tt紀初頭を画期とし,  お よ そ 三 tli紀 間 に
及ぶプァイキングの爆発的活動の中には, その略奪的性格と併せて新天地
を求めた冒険的航海と植民, それに征服や建国など多様な側面を見出すこ
とができょ う が , こ れ ら と 共に関心をひくのは, なかでもこの時代における
北欧商業の広範な展開である。 も と よ り ,  その劣悪で制約された生活条件
に あ る ス カ ン ジ ナ ヴ ィ ア 人 た ち は, 土地からの貧弱な収極に依拠する農耕
( l )  描稿 「,プァイキング(Vik ings )史研究序説」 (「東北学院大学論集』経済




が解釈されるべきではないか, と い う こ と で あ る。













産地は, ノルウ 二 一に他ならなかったからであるl3l。 さらにまた, 化石状樹
脂の理蔵物である高価な號璃に しても, 西欧にも一部産出したとはいえ,
その最も豊富な供給地はパルト海周辺, とりわけサムランド(Samland)
ならびにュ トランド(Jut land)地方であったためであるlo。他方, ス ト ッ
クホルム近傍のへルゲ (Helg0) 地域からは, 既に 5世紀以来の西欧から
の輸入品が多数出土し たことも知られるところなのであるlS )。
こ う し た意味で, 前ヴァイキング時代の交易についても, その存在に展
いの余地はないのだが, 北欧商業はヴァイキング時代の到来を契機に, な
お一届の繁栄を示してくるように思われる。 因みに, 別稿でも指摘した通
(2) 例えば, A. 1l. 「ypeBH'l. 「IOXOA目 B M K l H「0B(MockBa, 1966)
グーレヴィチ, 中山一郎訳『パイキング遠征誌』(大陸書房,昭和46年) , 3 l
買等を参照。
l3l Cf.P. H. Sawyer,'Wics,Kings and Vikings', T he Vihings-Procee -
dingsof the Symposium of the Faculty of Art of Uppsala University-
(Uppsala,l9l18 ) , p. 23.
(4) Cf. C. W. Beck,'Amber i n  Archaeology', Archaeology, 2 3 ( l9il0),
pp. 7-l l.
(5) Fr6d,eric Durand, Les Villngs (Collection QUE SAIS-JEi Noll88,
Presses Universitaires de France,1965), 久野・日l置共訳 「ヴァイキングJ
(自水社, 昭和50年),20買参照。 GwynJones, A History of the Vikings




りこの時期の北欧商業の換点と しては, 当面の考察対象であるスウ 二 一デ
ン・ メ ー ラ ル 湖 ( Malar )上のビルカ(Birka)をはtめ と し, シ グ ト ゥ ナ
(Sigtuna) , 対西欧商業の換点でもあったといえるデンマー ク のへデビュ- (Hedeby,Hatabu) と シ ュ レ ス ヴ ィ ヒ(Schleswig), それにノルウェ
ーのスキリングサル (Skiringssal,Sa'-ingescheal) 即ち今日のカウパング
(Kaupang)に加え, パルト海沿岸のトゥ ル ソ ( T ruso),ユムネ(Jumne)
つまりヴォーリン(Wol l in )などが顯在化した。そして, これらは共に 当
時の北欧経済にある種の豊かさをもたらすところの対外的な商業の仲介者
と して, その役割を演じていたと思われる。







つまりスヴ ,:アランド(Svealand)と呼ばれ, 古ウプサラ(Gamla Uppsala)
の北方5kmの周辺ならびに ビルカ造跡があるメーラル湖 ( Malar) のほと
り に, ほ ぼ 7- 8世紀以降スヴェア族が抬頭してきたところである。 そし
てこの中部地帯はメーラル湖をは じめ, この国最大のぺーネル湖(Vaner)
ならびにぺッテル湖(V,litter) などを擁し, しかもスウェーデンにあって
は比較的肥沃な平地にめぐまれている(o)と こ ろ で も あ っ た。
ところでヴァイキング時代のビルカはストックホルムの西方約30km, メ
ーラル湖上のビ ョルコ島(Bj1l;rk0)に位置しているが, 隣島へルゲ(Helg0)
l6l この中部スウ 二 一デン地帯の最観や気像上の特色に つ い て は, たとえば
Andrew. C.(ydell,T he Sc,aadi nau'an W;o r ld (Longmans,lg63),p.110
ff・,esp・ pp. 115-l l7. および「世界地理風俗体系」・ l 9・北ヨーロ ツ パ ( 競
文堂新光社, 昭和4l年),11-l2買等を参照。 .- 33 - 3
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に は 既 に 7- 8 世 紀 こ ろ よ り リ ル ロ ン  (Lil1on) なる商業上の拠点(7) が存
在し, ヴ ァ イ キ ン グ 時 代 に 入 つ てビルカにその中心地としての役割が移動
し た も の と み ら れ る。因みに, ビ ョ ル コ 島 と は 白 樺 の 島  という意味で
あるが,F i g . 1 . にみるごとくこの島はパルト海に面して開けた海岸地帯
Fig.1. S w e d e n :  The East CentralProvinces, Cit., G
Jones, A History of t he Vikings (0xford,1g6g) , p.172.
(7) リ ル ロ ン  (Liii6n) は, 今世紀l954年以降の発掘でその詳細が明らかにさ
れてきているが, この遺跡からはアラビア貨幣と共にフランク産ガラス製品
の破片, アイルランド製司教し ゃ く杖, スカンジナヴィア産の金の鑑札そし
ておそらくァラ ビア圏経由でインドから到来したと考えられる珍品,青銅製








するのに先ずスウェーデン辞島 (Sweden archipelago) から入つて狭い
海峡を航行し, メーラル湖の東側に出なければならなかった。 南北および
東西に走る航行ルートが交'又する水路の中心部にこの島が位置し, ビルカ
の遺跡は, その北の岬に発見された'9'のである。 か く  してピルカは, ヴ ァ
イキング時代におけるいま一つの主要交易拠点デンマークのへ デ ビ ュー
(Hedeby) が, 当時のヴァイキング船によって航行可能であったとはいえ
狭小なるスリー ・ フ ィ ヨ ル ド ( S l i e  Fjord)の奧まった場所に位置してい
た こ と と, ある種の類似性を有している。この特色は, 両 者 と も 'プァイキ
ング時代の終器と共に急速に衰退し, 従つてまた, いわゆる「商業の復活」
期における北欧商業一それは, かさばる商品を主要取引物とする一 へ
と っながる生命を持続しえなかった諸事情と, 何らかの関連がありは しな
い だ ろ う か。
さて, ビルカ (Birka) と呼ばれるところに スヴェア族ない しスウ 二 一
ド族が大規模な交易換点を有していたことを後世に伝えてきた歴史上の文
献は, そもそも布教者聖アンスガルt9l (Ansgar,Anskar) の後継者リンパ
ー ト  (Rimbert) によって西暦8「0年代に執筆された『アンスガル伝』
l'前ペー ジ注(7)より続く)A.1R.「ypeBH'l, llOXOIlb l BuKuH「0B (Mock
Ba, l966), 前掲邦訳,88頁。なお,l96 l年にはHeIgo 通跡発堀の最初の三
年間の研究報告が刊行されている。 Wilhelm Holmqvist ed., B . Arrhenius,
P. LundstrOm collaboration, E a‘n,ation a t H,elg 0 I ,Report f o r l 954-l956(Stockholm, 196l). この報告の群細については,熊野聴 「プレ ・ 'l1
ィーキング時代のスウ 二 一デン商業」 (『彦根論證』第l29・ l30号. 昭和43
年)を参照。
(8l Johannes Brondsted, T he Vikings (Penguin Books, l 91i8) , p. l60
(9) 周知の通り,アンスガル(Ansgar) は後にハンプルグにおける最初の大
司教(archbishop)となったぺネディクト派の人物である。ルイ敬度王 (Louis
the Pious)による北欧への布教の命をうけ, ,プ ァイキングによる攻撃の危険
を経験しながらへデビューからビルカに向けて航海した。 『アンスガル伝』
(Vita Ansgarii)の要旨や,生通における布教活動については,例えばCf.
Rudolf Poertner, T he V i ltings-R i s eand  Fa l lo f  the N o r t h Sea
Kings-, trans. &adopted by Sophie Wi lk i n s (S t. James Press,
1975), pp. 280-28l.
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of Bremen, l 075年 ?没)の手に よ る 「ハンプルグ教会大司教伝」 (Gesta
Hammaburgensis Ecdesiae Pontificu,n) の中でもビルカのことが数度言
及されているといわれるが, 因みにその頃に は ビルカが既に衰退している
ものと考えられるのである。
と こ ろ で, このビルカの正確な場所やその都市集落が解明されるように
なったのはl7世紀以降のことである。先ず, ヨハネス ・ ハドルフ(Johan-
nesHadorph, 1630-93年) な る王室古器物管理者の手によってビ ョルコ
島の調査が実施されたのを契機に, l826年にはアレキサンダー・ セ ト ン
(AlexanderSeton)がビルカ理葬墓の発掘を手がけ, 1870年代に入つて
ヤルマル ・ ストルプ(Hjalmar Sto lpe)により, ようやく通跡の全貌が明
確化された。 政府の資金援助を得てl872年以来23年間に及ぶ三度の発堀を
行 つ た 彼 (=Stolpe)が,ビルカ遺跡の「黒土届」(BIackEarth)一人間
の居住地であったことを示す地届一と1l00基の埋那墓などの調査結果
を, その詳細に測定した位置関係と共に製図化したことによるm。
1Cl0 Cf. J. Brondsted op.cilt., p .16 l f oo t  notes.,Gwyn Jones, A History
of t he Vmng s (0xford, l969),p.78 ,pp.l06-l07.,P.H.Sawyer. T he
Age of t he Vlikings ( A rnold, 1975),p.33.
al) Holger Arbman, T he Vmngs (Thames&Hudson, l9lr0), p p.37-
38., M a j  〇delberg, BIRK A (Statens Historiska museum, Stockholm,
19'「 4 ) , p. 3 l.
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Fi9・2. は ビルカ遺跡の概略を示すが, みられる通りここには先ず南北
へ とほぼ直線的に走る塁壁 (rampart) が あ る。 この塁壁は 高 さ 約 6 フ ィ
ー ト , 幅 2 0-4 0 フ ィ ー ト の も の で あ り, 南端の部分は Fig.2. の破線で示
さ れ る ご と く , いま一つの楕円状塁壁へ と っながる全長550ヤー ドのもの
であった。因みに, これを境界とする西側の部分がいわゆる 「黒土層」区
域であり, 当時700-1000人と推定される人ロ を擁し たo2) とみられる都市
集落に相当する部分なのである。 指円状塁壁は, この黒土層の南西に位置
し, その規模は約25x50フィ ー トのもので高台に設けられた丘砦(hi l l-
fort) ないし要塞を意味し, 図にみられる南・北 ・ 東の三面にある間陳部
分に, 当時木造の見張所 (tower) があったと考えられている。そ こ か ら
Fig.2. Birka in Lake Malar
rear cover.
Cit., Maj Odelberg, B I RK A,





なお, 都市集落を囲み南北に走る塁壁にみられる間隙にも, 同様に して
木造りのタワーが設けられていたといえようが, 指円状丘砦は別として,
そ う し た塁壁は必らずしもビルカ創設 (=800年頃) の最初から存在した
ものでなく , むしろこの場所がヴァイキング時代における商業換点として
重要性をおびるに したがって構築されていった形跡が濃厚loである。
さて, 約30エーカーの黒土届をなす都市集落については, ヤルマー・ ス
トルプの発掘調査以来, その出土品からみて明らかにこの地で手工業的生
産も営まれていたooことが判明している点で関心を呼ぶが, しかし当面の





に付された塚 (ballow,Hugelgraber) ない し土鰻頭の形態で存在してい
たのである。
00 G. Jones, oP. cit.,pp.168-l69., H. Arbman, op. cit. ,pp.40-4 l.,J.






るo Cf. G. Jones, oP. alt., p. l7,0 .F i g. 20 . ,M. 〇delberg, op. cit. , p.2.
Figur e & p.32., P .H . Sawyer. op. ctlt.,pp. l78-17g.
a0 青銅の装飾品製作に用いられた第型の断片や半製品, ビ ンと御, それに最
近行われた調査 (l9「0-71) では皮製のat:の切れはしなども出土している。
さらに, ナイフなどの製作に必要であった鉄の溶解, 銀冶工の存在もうかが
われる。 Cf. G. Jones, oP. ct,t., p . 17l., M. 〇delberg,op. ctt.,p.33.
m ビルカでは, そうした室基地が塁壁の内側で三基,またこの島の船つき場
を意味した Kt‘gghamn-Fig. 2. 参照一の南側で発見されている。
J. Brondsted, op. ctlt., p . 162.
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既 述 の よ う に , l 9 世 紀 の ス ト ル プ ( H . S t o l p )  によっては1l00基が調ぺ





を内包するもの三基, あ る い は ま た ,  そ う し た天秤と共に用いられた数個
の錘=分鋼が出土し たものが130基あるなど,  明らかに商人たちの塚であ
Fig.3. The barrow in Hemlanden, Cit. ,M. 〇delberg ,o1.
c!'t . , p . l 2 .
a0 F redcric Durand, Les Vlk it !gs (Colletion QUE SA IS -JE?No1188,,
19l115 ) ,  Presses Universitaires de France ,前掲邦訳, l ll7-98頁, David
M.Wi l son , T he l「ik i,lgs an d t11eir 〇 r ig1,1s (Thames&Hudson,1976),
p.95. ,P. H.S awye r , 01l1,. elt.,p.178.

















またこのほか ビルカでは, 装飾用に加エせられた西欧のコイ ンをは tめ
と し, 多数のラインラント産ガラス製品一円鍵形ワイン・カ ッ プ, グー






Arbman, Sch1u,ed m t‘nd das tarolingische Reich (Stockholm,1937),
kap.iii. & i v.,besonders. S.240.
ところが,西欧から到来した解を内包する理算基がl3基であるのに対し,東
方イスラム国からの貨常とその断片を含むものが92基に達するし, さらに42
基には編布が存在していた形跡がある。 P. H. Sawyer, oP・cit・,p・18l・,A・
;l.「ypeBn,l,op.a't., 前開817-88買。 Agnes Geijer, B i r ha Untersu-
ht‘ngen und .Sltudien III , D i e  Textilfundeaus den Grabem (Kung l.
Vitterhets Historie och Antikvitets Akademien, l938), S S.58-67.
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ム ' ス ト ー ン ( g a m e  stone)一や黄金製装身具, それに産地不明ではあ




(worsted) の断片が多く発見されている国。 さ ら に ま た, 前節においては
この遺跡に編布が存在していた形跡のある一注(l7), 参照一ことを指
摘したのだが, その他ビザンチンやオリ ェ ント地方の金糸入り刺組, 組み
ひも, ビー ズ等を織りこんだ縁飾りなども出土するのであって, これらの
ものはタタール人(程組人) が用いたカパン, アラプの馬具, ぺルシ ャ産
の青銅製水差し, シりア産の銀皿と共におそらくその大部分がポルガール





00 Cf. Maj 〇delberg,B I RK A (Statens Historiska museum, Stockholm,
l 914) ,pp. 20-23.,Gwyn Jones, A History of the Vmng s (0xford,
l 969),plate. l 6.,Holger Arbman, T he Vihings (Thames &Hudson,
l 9'「0»,p lates16,17and the commentaries,p. l98,Rudol f  Poertner,
T he llkings-Riseand Fal lof  the North Sea Kings-trans. &
adopted by Sophie Wilk ins (St. James Press, lgl「5), p. 1g7,210.
因みに, 最近公刊された以下の邦l9:には, これらビルカ出土品の一部が写真
で掲較されている。 N. H. K ( 未 来への通産)取材記・m 「杜大な交流」
(日本放送出版協会, 昭和50年), 21l5買,世界のt9物 館 l 4 ・ 『スウ =ーデ
ン ・デンマーク野外博物館』 (講談社,昭和53年), l24-l29頁を参照。
a0 これらはまた ビルカのみでなく, スキリングサル(SkiringssaI) , ゴ ト ラ
ンド島東部(East Gothland),へデビュー(Hedeby), オーゼぺルイ(0se・
berg) の基地でも出土している。 因みに, フリージア産布地に 基礎をおく
Fri,es なる貨leli:一西欧では “woollen robe”一があって. スウ二 一デン
ではl2エルの F ries が l オ ーレ銀に ,また92エルがlマルク銀に相当した
と い うo R. Poertner, op.c二lt.,pp. 21l-2l2.
切 I b i d.,pp. 2 l l-2 l 3.



















けての, シ ャ ルルマーニ=帝による武器輸出茶止の後に, おそらく半製品
の形で密輸されたものと解釈されうるし, 後述の東方ルートにおいて活国
したルス (Rus) 商人たちがフラン コニア製の広幅なる剣を身につけてい
た と い う こ と を, われわれはアラプ人イヴン・ フ ァ ド ラ ン ( l b n  Fadlan)
の証言で知るからである。他方ワインの到来に関しては, 一つには ビルカ
における既述の出土品, つまり円能形ガラス ・ カップの存在からみて, そ
れらがこの地で実際に使用されていた可能性があることに加え, 『アンス
ガル伝』を配述した, かのリンパート(Rimbert)  司教による報1述の一部
切 Cf. H. Arbman, op. cit., p. 41., P. H. Sawyer, T he Age of t he
Vitingls (Arnold, l 9'115),p. 182.,David M. Wil3on, T he V出 l ;gs an d
the‘r〇rigins (Thames&Hudson,l 9l lt6) ,pp. 9 l-93. plates. 62,63,64
& 加ustrations,R. Poertner, 0P. cit., p. 2l8ff ., Johannes Brondsted,
T h e Vihiags (Renguin Books, l 9'l 8),p. l62.
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からもu, そ う し た貴重な商品のビルカへの到来をみてほぼ誤りなきもの
と考えられるからである。
と こ ろ で, 商業史的視点からみて最も注日される出土品は, ビルカ通跡
で発見された大量の銀および銀貨に他ならない。 因みに, 今日までの考古
学的成果によれば, ビルカを含むスウ 二 一デンだけでも200キログラム以
上に達するヴァイキング時代の銀, 印ち標準化された重量の銀境や螺旋形
腕輪, あるいは支払手段として小さく切断された「刻み銀」をはじめ, アラ
ビアのデ ィルへ ム (dirhem), イングランド貨lti, カロリング帝国ドレス
タッドで鋳造されたカロルス (CAR〇:uJIS) などの貨特が発見されたaと
いわれるが, これらは少なからずスウェ ーデン系プァイキングと彼らの商
業活動とのきわだった関係を示唆する有力な証換の 一つと み ら れ る だ け
に, なおさら重要である。 もとよりその場合, こうした貨常ないし銀の出
土品を考えるとき, その全ぺてが現実の交易による直接の所産とは限ら
ず, あるいは一部にいわば非商業的要因で運ばれたものも含まれているこ
とがあるかも知れない的点に, 一般論と しては留意せねばならないが, ビ
ルカに関しては, これまでに示された諸事情や明らかに取引の必要上から




るよう指示した話を伝えているという。 R.Poertner, oP. c二't. ,p. 173.
国 H. Arbman, op. c二111., plate35,Viking coins.,S. C. George, T he




開されてはならないとしたグリアスン(Ph i l i p  Grierson)の指摘は, こ
の点で幅聴に値いするだろう。
P. Grieson,'Commerce in the Dark Ages', Transaction of t he Royat




されるものが, もちろん存在する。 P. H. Sawyer, o1P. cit., p. l92.- 43 - l 3
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代より存在していた従前の金貨流通が既に後退し, 他方, シ ャルルマ一=
ュ帝による 780年の特制改革 一銀本位制採用一以来, 銀が広く交換手
段として機能していたことが想起されてよい。
さて, F i g. 4. はヴァイキングによる交易ルートを示すものであるが,
ここからわれわれは, ビルカが東方諸地域へ と指向するルートのいわば起
点としての役割をはたしていたことを知ることができよう。一般に, ス ウ




にカスビ海沿岸まで深く入りこみ, 一方は ビザンチン帝国へ, また他方に
おいてパグダート(Baghdad)にさえも通じていた。 ここで, いま少しそ
国 なお, いわゆる「tプ ァイキング時代」に先だって, すでに7 ・ 8世紀頃ス




ウ 二 一デンおよび北欧各地, ゴトランド産の副葬品によって裏づけられてい
るo
B.Nerman,Grobin-Seeburg1,Al‘sgrabungen u n d Funde(Uppsala,1958).
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もしくはスタラヤ・ ラドガ(Staraja Ladoga,0ld Ladoga)に到達し た。
そして, ここを換点にノヴゴロド(Novgo:fod),スモレンスク(Smolensk)
さらにキェフ(Kiev)を経由して南下し, ドニエプル河(Dnieper)伝いに
黒海へぬけ, コ ンスタンチノープルへと向つたのである。 これをいま 「 ド
ニエプル河ルート」 と呼ぶならば, このルートにのるいま一つの方法とし
て,F i g. 4. に も み る ご と く, ラドガを経由しなくてもドヴィナ河(Dvina)













ー ト も あ っ た。それを「ヴォルガ河ルート」 と呼ぶならば, このルー ト に
1ll ヴァイキングの東方ルートに関しては, Cf.H. R.El l i s  Davidson,T he
V出n g Roa d to Bynntium, (George A l l e n&Unw i n, 1 9716 ) , p.l 7 f f.,
part one,Trade and Tribute., G. Jones,op. cit., p. 241 f f .,The  Move-
ment East., H. Arbman, op.a't.,p. 89f f ,chap. i v :Swed ish  Vikings
in the East., P. H. Sawyer,op. cit., p. l 9 3 f f., M i c h a e l H. Kirkby,
「he Vikiags (Phaidon, 1977), p. 104 ff.
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はヴォルガ河を下る東の曲がり目に, 豊かな交易都市であり, 且つまた船
荷の積み替え基地も兼ねていたポルガール (Bolgar) mが存在し, そこで




と こ ろ で, われわれはこうした東方交易ルー ト ー い わ ゆ る ア ス ト ゥ ル
ヴ ェ ー グ (aust-eg r) 一との関わりで, ヴァイキング商業における主要
な商品であった奴隷取引についてのぺておく必要がある。 因みに, それは
すでにみてきたヴァイキング期スウェーデンにおける銀の集積を解く 一つ
の鍵をなすものと思われるからである。 そもそも, メ ロ ヴ ィ ン グ 時 代 以
降, 西欧から東方世界にむけて奴隷が多く輸出され, 且つまたそれに照応
してキリスト教徒の売却禁止令がしばしば発動されていたことは知られる
と こ ろ だ が, しかしこのヴァイキング時代には, フ ラ ン ク王国に隣接した
東欧の平原地帯に居住するスラプ人(Slavs)達が, そうした奴隷供給の
主要な源泉をなしていた。従つて, 東方ルー トを経由したスウェーデン系




びカスビ海を経由して コ ンスタンチノ ープルに運ばれて, そこからアラビ
切 l0世紀アラビアの地理学者ムカダシ (Muqqadasi) は. ポルガールの市場
で販売された商品名をいくつかあげている。「黒紹,リス,自1fl (ermine), コ
ルサック孤(corsac ) ,岩燕(mar t i n ) ,ビーパーの生皮,色つき免,山羊皮,,
鐵…號璃, 硬い革(hornyleather), 峰雪, は しばみの実(hazelnut) , 腐,,
剣, 強, ど ん く'り , ス ラ 'プ人の奴識, 仔牛,親牛一すべてポルガールの物
産である」。
Eric Oxentierna,T he Norseman (l966), trans. of D ie W出nger (Stu-
ttgart, l959), 福本・本田共訳「,l1 ア イキング」 (「別冊サイ ェ ンス』特集・
考古学一文明の通産一l976年)74買参照。
国 Cf.R. ;Poertner, op.cit.,p.220.
- 47 - l 7
ヴ ァ イ キ ン グ 期 ス ウ ェ ーデンの交易拠点
ア世界に向けて売却されていたとみなされる。 他方, いわゆる 「 ドニエプ
ル河ル ー ト」 に位置していた交易都市キ ェ フ か ら も ,  クラカウ(Krakau )
に至る平野を横断し中欧 ・ 西欧を通過してスぺイン国 に向う道路を運ばれ
て い っ た ろ う 。 も と よ り , こ の ス ぺ イ ン に至る奴隷商業の場合には既にヴ
ァイキング商人の手を離れていたかも知れないが,因みにそうし た広範な
道路網にもぃ く っかの奴隷市場が存在eoしていた。 あ る い は さ も な く ば,
こうした特殊な種類の生きた商品が, 一部分パルト海経由でスカンジナヴ
ィア地方へ と逆流し, 次いで大西洋沿岸にそって南下する , いわば西側ル
ートでその市場を見出すことにより,農耕・漁湧などの補助的労働に充当
さ れ る 場 合 も あ っ た と 思 わ れ る。
4. ビル力の衰退とその諸原因




国 Guadalquivir河畔の都市コルドパ (Cordova) は, 10世紀における奴熟
市場であった。他方,そうした奴識は当時マルセイ ュ (Marsei l le )からュダ
ヤ人の手で東方へ と連ばれたところの西欧の輸出品をなしていた。 Henri
Pirenne,'Un contraste,6conomique.M6rovingienset Carolingiens,' H is-
toire Economique de 1 〇cciden t Med ievat (B ruges , l 951 ) , pp .7 l-89.,
佐々木克已編訳 「古代から中世へー ピレンヌ学説とその検討一』 (創文
社,昭和50年)所収,20頁参照。
e0 中部ヨーロ ツ パでは最も重要な奴識市場として, ブラーグ(Prague ) ,  レ
ーゲンスプルグ(Regensburg) ,  マグデブルグ(Magdeburg)などがあげら
れる。それらは南へ向つては北イタリアの諸市場と,また . 西方に向つては




Cf. R . P oertner, op. cit. ,p .220., F . R O r i g , M ag deburgs Entstehung
tad d ie al tere H a n de1lsgeschich te. 2.Aufl. (1952),E.Ennen(ed.) ,





















l30 例えl f . 中世経済史の著名なる先達ポスタン (M. M. Postan) において
は, 'プ ァイキング商人による東方オリ ェ ント地方との交易およびそのルート
は確かにロマンスの香りでいっばいであるが, イスラム教徒が購入していた
奴1識商品を除けl f ,  東欧と西欧の間にさしたる経済的な依存関係を生みだし
えなかった, と主張された。 Cf.Geoffrey Barraclough (ed.), Easter n
a n dWes ter,, Et-ope i,t t he Mi d d le A ges ( T h a m e s & Hudson, l970 ),
chap・ lV. ,富島直機訳『新しぃョー ロ ツパ像の試み一中世における東欧と
西欧一』 (刀水密房,昭和54年),159-162頁参照。





市Jであるとして位置づけたのである。 L.Musset, Les Penples sc・andin-
aves a u Moyen A g e (Par is , l95l ). 他方.貨l將史的側面から対究したスチ




さて, ビルカの系栄が一世紀半しか続かず, l l世紀に至るや中部スウ 二
ーデンにあってはここよりさらに北寄りでウプサラ (Uppsala) との中間
に位置するシグトゥナ(Sigtuna)-Fig. 1. 参照一に交易換点と して
の位置が移動したことm, および, パルト海にあって既に 8世紀頃まで西
欧との接触をもちながら, 一時期その中断を余機なくされていたゴトラン
ド島のビスビュー ( V i s b y ) が, 'プァイキング時代が終るや再び交易換点
として抬頭するooことは, 知 ら れ る と こ ろ な の で あ る。
と こ ろ で, 従前このビルカの衰退をめ<1 ってはルーネ石碑(Rune stone)
に も 刻 ま れ て 伝 え ら れ た フ ィ リ ス ヴ ォ ル ド (F::yrilsvd d)の大戦闘oの際,





た こ と , また, アラビア産銀貨の流れの変化はスカンジナヴィア人による.
そうした対東方交易ルートの支配を意味するものであるとして, 重要なる
間題を提起した。 Sture Bolin,'Mohammed,Charlemagne and Ruric',
Scandina:t,・:'an Economic H istory Ret,iet1o, V o l. l (l953), p p. 5-39.,
佐々木克已組訳『古代から中世へービレンヌ学説とその検討一」 (創文
社,昭和50年)所収, l33-176頁参照。
lE0 L. Musset, oP.cit., p. 45. なお,ビルカの終期についてG. Jonesはほl「
91「0年と し, プ り ョ ン ス テ ッ ト ( J. B ronsted)はこれを91'5 年 と し , ソ ーヤ- (P. H. Sawyer)はおそらく980年の前とするなど, 微妙な相違がみら
れなくはないo Cf. Gwyn  Jones, A History of t he Vik ings (0xford,
1969),p.7 & p . l'l4.,Johannes Brondsted, T he Vikings CPenguin Boo-
k s , l 9t8), p. l63., P. H. Sawyer, T he Age of t he Vikings (Arnold,
l 9l5) , p. 184.
的 Holger Arbman, T he Vikings (Thames&Hudson,191r0), p p. 46-
47.,J. Brondsted, op. ctlt., p . l63.
l国 この Fy r isoold の戦闘(980 年 頃 ) について, 筆者はオーフス (A rhus)
大学の知人でルーネ石碑に詳しぃ N.Ikeda氏から御教示をいただいた。
要するにこの戦闘は. 文献史料上ではノルウ=一王朝史である Snori Stur-
lusonのHeimskringlaの最初のサガ, ユングリンガ・サガ(Yungl inga









の途絶を指摘しなけれl」l1 な ら な い だ ろ う 。即 t,, こ こ に い う 東 方 ル ー ト の
選断とは, より直接的には既述の交易都市ポルガール(Bolgar)が970年
頃スラヴ名スヴィヤトスロフ(Svyatoslov)で知られる人物の率いる一軍 に
襲撃されたoことを意味するが, も と よ り こ の「ポルガ河ルート」 に お い
てだけではなく , いま一つの 「 ドニエプル河ルート」 周辺もこの時期以
降, 東方トルコ系遊牧民クマン族 (Cumans) の襲撃を繰り返しうけるこ
とになったのであり, いずれにせよプァイキングの商人たちは10世紀後半
以降イスラム世界との結びつきを絶たれるに至つた。
因みに, そ う し たことを示唆する有力な証換の一つとして, ピルカ遺跡
から出土したアラ ビア銀貨 「デ ィ ル へム」 (dirhem), 即 ちューフラテス
下流の町クーファで製造されその文字が刻印された貨特の, 10世紀中葉以
降における著る しぃ減少alをあげることができるだろう。 しかし, このよ
ee Cf.Fr,idiric Durand, Les V l ings (l965), 前掲邦訳,62買。 G. Jones,
oP. ctlt. ,pp. l73-l74. ,H. Arbman, op.ctlt. ,p. 103.
切 以下の数字は, ア ッ プ マ ン ( H. Arbman)による。
The incidence of Kufic coins in Birka graves
D a te ofCoins Nt‘m:ber found 加







H. Arbman, Svear iasterv出 ng (Stockholm, l955),p.l35.,byway of
P. H. Sawyer, op.cit.,p.185. なお, 8世紀に属する コインの存在は,ビル
カの理葬基がその頃に既に存在 していたことを意味するものでない。 なゼな
ら, スカンジナヴィア地方ではそうした旧いコインが長い間流通していたと
























ことと関わっている。 と こ ろ が, 考古学的調査に よ る と ヴ ァ イ キ ン グ 時 代
には確かに ピョル コ島の水位が今日のレヴェルより少なくとも約15フィー
ト以上は高くなっていたo'こ と が 認 め ら れ る も の の, 後にこの島で水位の
低下現象が生じたことも同時に明らかにされているのである。 その証換に
かつて都市集落ビルカの東側には約275x 65ヤー ド (=250X60m) 程の潟
湖 (lagoon) が存在していた形跡がある。 それは一部石造りの壁をもっ,
幅33ヤー ド (=30m)水深3メートル以上の水路で外に接続されていoた
e0 Sune Lindqvist,'Vattenstandt vit Birka pa 900-talet,' Fornvan nen,
x i i i ( l 928 ),pp. l l 8-l20. Cf. P. H. Sawyer, op. cit., p. 183.
的 I b id.,p . l84., F. Durand,o‘p. cit.,前掲? . lll8頁参照。
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とみられるが, そうした潟湖も今や千上つている。お そ ら く , ツァ イ キ ン
グ時代に関わるこうし た水位の変動や, あるいは当然に して起りうる沈泥
化の現象も, ビルカに寄港する船舶に少なからざる影響を与えたaoのでは
な か ろ う か。加えていえば, 最近の調査で明らかにされたことであるのだ
が, ビルカを出港し パルト海の南に出る船a自が通過した Sodertalje なる
水路には実水の浅いヴァイキング船にとってさえ難関とみられる箇所が存
在したaoのであり, これらのことは状況次第によってパルト海周辺の交易
ルートそのものに何らかの変更をもたらす原因をなし た ろ う 。 因みに, l l





にすぎなかったから, その後の西欧で, いわゆる「商業の復活」 期に急速
な成長をし た中世都市ともいささか異つていて, そうした類いのものに結
びついていく生命を持統することも不可能なことであったろう。
( l 9 8 0 9. 30»
的 P. H. Sawyer,op. cit. , p. 184.,G .  Jones, op. cit., p. l69.
a0 Cf . Maj 〇delberg, B I RK A (Statens Historiskamuseum,Stockholm,
l974), p p. 3 l-32. - 53 - 23
